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研究プロジェクトの概要 

 ChatGPT の登場により，大規模言語モデルの活用に対する期待感が高まり文

部科学省リーディング DXスクール事業などの実践によって教育利用の検討が

進められている。その多くは，使い方を学ぶ段階や各教科等の学びにおいて

活用する段階であるがその科学的理解に対しては十分な取組がされていない

こと，生成 AI には，その原理・仕組みなどから，学校教育においては情報漏

えい，著作権侵害，プライバシー侵害，虚偽情報／ハルシネーションなどの

リスクが課題となっている。そこで，本研究では，生成 AI のリスクを軽減さ

せ，学校教育において情報活用能力を育む教育活動を一層の充実を図ること

を目的として，①教育利用向けの大規模言語モデルの構築と評価，②大規模

言語モデルの科学的理解を促進する教材開発と実践を通した評価，さらに，

③生成 AI のリスク回避とそれを使いこなすための力について明らかにする。

これにより，情報活用能力を育む教育活動を一層充実することが可能となり

AI 時代に必要な資質・能力の向上が期待できる。また，校務での適切な活用

により教師の AI リテラシー向上や働き方改革が期待される。 

 

 

 

 

 

 

研 究 成 果 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

①教育利用向けの大規模言語モデルの構築と評価 

教育利用向けの大規模言語モデル（LLM）を構築した。動作原理上，情

報漏洩や著作権侵害，虚偽情報（ハルシネーション）などのリスクが発

生するが，その最大の理由は，学校教育に関するコーパスの学習量が圧

倒的に少ないことにあると考えられる。理論上，最も適した解決策は LLM

への追加学習とインストラクション・チューニングによる方法である。

しかし，初等中等教育の現場での利用を想定すると，これらには多大な

コスト（構築・運用コスト）がかかる点が課題であった。そこで，汎用

的な LLM に特定の課題解決領域の知識を組み合わせる「RAG

（Retrieval-Augmented Generation）」を用いた手法が有効であると考

え，その基盤をクラウド上に開発した。 

②大規模言語モデルの科学的理解を促進する教材開発と実践を通した評

価 

大規模言語モデルの科学的理解を促進する教材として，生成 AI を活用

した AI チャットボットを生徒自身が開発できる環境を構築した。本シ

ステムの特徴は，AIチャットボットや RAG を用いた AIエージェントを，

生徒自らがブロックプログラミングによって構築・実行し，評価できる

点にある。本システムの評価として，N 県 K 市の中学校 2 校において，

技術・家庭科（技術分野）の「双方向性のあるコンテンツのプログラミ

ング」に関する単元で授業実践を行った。その結果，システムの有用性

を確認することができた。 

③生成 AIのリスク回避とそれを使いこなすための力の解明 

①と②の構築過程，分析，および授業実践を通じて，生成 AI のリスク



を回避し，それを使いこなすための力を解明した。具体的には，実際に

AI チャットボットを制作させることで，生成 AI が LLM をどのように活

用して会話を成立させているかを生徒に理解させた。さらに，別途生徒

が制作した RAG システムの出力結果を AI チャットボットとの会話と比

較させることで，ハルシネーションを軽減させる技術を学ばせ，LLM が

抱える課題を理解させることが（リスク回避能力の育成に）有効である

可能性について授業実践を通して明らかにした。 
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学校現場や授業への研 

究成果の還元について 

 

本研究で得た知見は，生成 AI を題材として取り扱う本学の授業（教育情

報科学概論，コンピュータサイエンス基礎，コンピュータサイエンス，情

報システム演習など）で活用することで還元すると共に，学校支援プロジ

ェクトの支援先および令和6年度と7年度に実施した柏崎市刈羽郡学校教

育研究会家庭，技術・家庭部会の公開授業と協議会において学校現場へ還

元することができた。 

 


